
みんなの声を活かす意見公募手続の結果公表                      

様式３ 

 

案件名「御殿場市汚水処理施設整備構想」(案) 

「御殿場市汚水処理施設整備構想」(案)に対し、ご意見をいただきありがとうござ

いました。出された意見の内容（概要）及び意見に対する市の考え方は以下のとおりです。 

 

みんなの声を活かす意見公募手続の結果 

１ 意見提出者数            ４人 

２ 提出された意見の数         ５件 

３ 意見の反映状況 

 ① 反映した意見           １件 

 ② 既に盛り込み済みの意見       件 

 ③ 今後参考とする意見        ２件 

 ④ 反映できない意見          件 

 ⑤ その他（質問等）         ２件 

４ 意見の反映状況一覧 

№ 意見の内容 市の考え方 反映

結果 

１ 経済比較結果でのシミュレーション

（３人家族、毎月２０㎥)について、 

下水道維持管理費が１００，０００円/

年となっていますが、市のホームペー

ジに記載の下水道使用料は２０㎥２，

８３０円/月→３３，９６０円/年と大

きく異なっています。 

１００，０００円/年はどのような計算

の結果なのか教えていただきたいで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

現在の使用料単価は１㎥当たり 

約１４１円から従量制となっておりま

す。 

本構想では、将来下水道整備を広げた

場合の費用シミュレーションを行いま

した。汚水処理原価を使用料として捉

え計算した結果、 

年間概ね１００，０００円の費用が必

要である可能性を示したものです。 
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２ 下水道事業範囲の縮小に対応して、縮

小した地域は合併浄化槽となるとの説

明でした。この事業が始めるときは、

前年に合併浄化槽に切り替えたが、下

水道を設置するから下水道設置にも協

力してきました。下水道へ排出するよ

う配管工事がさらに費用が必要である

ことが後で説明がありました。このと

きに、現在のようなことが想定してい

ないことは計画に不備があったように

感じています。さらに、今回の説明で

は、将来下水道の寿命があり、更新又

補修維持の費用も発生すると追加の説

明があり、これも最初に説明して、住

民の合意を得る必要があったと思って

います。今回の説明では、最初に合意

されたことになっていましが、下水道

への接続費や下水道の維持費の負担の

説明がない状態で合意したから、受益

者負担を前面にだして費用負担を求め

ることは承服できないと考えます。こ

れは、噂で聴いていることですが、下

水道設置地区から外れた地区は、反対

が多くて止めたとも聴いています。こ

れでは合意したことが誤りで反対した

ほうが費用を負担しないですんだこと

になります。市の活動に協力した人に

費用面で負担のないように考えてもら

いたい。 

私は市街化区域で農業を営んでいる

が、今回の下水道設置計画には協力し

てきました。下水道の工事費は、田も

畑も負担してきました。また、合併浄

化槽に切替費用も下水道の工事費も負

担してきましたが、受益者負担を前面

にだして説明されることは、合併浄化

・これまでの下水道整備に対し、多大

なご理解とご協力を賜り感謝いたしま

す。 

下水道整備を行う際には、対象の地域

にて説明会を開催し、受益者負担金の

納付のご協力依頼や宅地内の排水設備

の整備のお願い等を行っております

が、周知や広報が不足していた点お詫

び申し上げます。 

また、下水道の整備費用は、一部を受

益者負担金として皆様から徴収してお

りますが、残りは国庫補助、下水道使

用料や市税から補填している状況で

す。下水道使用料については、維持管

理費のほか、過去の下水道整備費に充

てておりますが、不足を生じているた

め、令和元年度、６年度と値上げを行

っております。本構想で検討した下水

道未整備区域に下水道を整備すると、

下水道利用者のさらなる負担増の可能

性があることから、計画区域を縮小す

ることとしました。 

当初の下水道整備計画では、将来的な

人口増に対応できるよう市街化区域よ

りも広いエリアに下水道整備計画を設

定しておりました。また、下水道整備

計画の設定当初時点より浄化槽の処理

技術が進み、処理能力が向上し、汚水

処理方法の選択肢が広がったことも本

見直しに影響しております。しかしな

がら、現在の人口は減少傾向であり、

当初の下水道整備計画の想定から大き

く方向性が変わってきたことから、こ

の度、構想を見直し、計画区域を縮小

することとしました。構想の見直しに

あたり、説明会の実施や本意見募集を
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槽も認めるとなると、経済的に多額の

負担し協力したことに憤りを感じま

す。もっと、下水道事業に協力した住

民に対して対応してもらいたいと思い

ます。 

下水道整備地区と未整備地区の境界に

あり、未整備地区から汚水が川に流れ

こまないないようにしてもらいたいと

思います。下水道整備に協力してきた

と思っていますので、汚水が流れてく

ることは受入がたいです。 

実施し、住民の皆さんの意向を把握し

ております。 

下水道整備の時期により、浄化槽の整

備費と下水道の整備費の両方をご負担

いただいた点については、大変申し訳

ないです。今後は、下水道使用料の上

昇を抑えるよう施設の長寿命化を図っ

ていくことを重点に汚水処理施設の整

備、維持管理を行っていきます。また、

下水道の未整備区域については、単独

処理浄化槽から合併処理浄化槽への転

換を促進し、生活環境、営農環境の向

上を図ってまいります。 

３ 下水道整備計画が開始した時と現在で

は、環境が変わってきている。御殿場

市は地震の発生地帯にあり、下水道は

地震によって被害が生じることが想定

される。また、インフラ施設は維持管

理に費用が必要になってくる。これら

の要因を精査して、コストを比較をす

る必要がある。今回と計画時のコスト

比較があったが、下水道整備は、維持

管理コストについて評価し、すでに設

置したところも合併浄化槽で対応が、

よいか評価してもらいたい。下水道整

備自体が、合併浄化槽設置よりもよい

と結論付けたことに疑問があります。

下水道を利用することと合併浄化槽を

使用することは同等であるとし、下水

道を整備した地区であっても、合併浄

化槽を使用している世帯と下水道に排

水していない世帯は、下水道の維持管

理の負担を負わないようにしていただ

きたい。 

 

本構想の見直しでは、下水道整備と合

併浄化槽整備の総コスト比較を行って

おり、その中には初期整備費と維持管

理費の両方が含まれています。 

現在、下水道が整備されている区域に

おいては、下水道が有利と判断してお

ります。 

また、下水道を整備した区域では、下

水道法により下水道に接続する必要が

あり、特別な場合を除き浄化槽による

汚水の処理は認められません。しかし

ながら、既存の浄化槽設置者は、下水

道使用料を支払うことはなく、浄化槽

から下水道に切り替えた段階で下水道

の維持管理を含めた使用料をお支払い

いただきますので、浄化槽の維持管理

費と下水道の使用料をご負担いただく

ことはございません。 
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４ １．希望  

下水道の敷設計画について、①計画延

期および②設置地区縮小計画（新規地

区への敷設中止）は、これまで整備を

期待していた市民として大変残念に感

じています。 

国の補助制度の見直し等による財政的

な課題があることは理解しておりま

す。しかし、本来下水道整備は、市の

長期的なインフラ整備の一環であり、

御殿場市の価値を高めるための長期投

資（50年、100年単位で考えるべき事業）

であると思います。  

経済的理由により計画の遅延が生じる

ことはやむを得ない面もありますが、

安易に代替手段へ切り替え、特定地域

の下水道整備を中止することは、将来

的に地域間格差や住民の不公平感を残

すことにつながると懸念します。  

まとめ  

下水道整備の方針を継続し、特定地域

のみを恒久的な整備対象外としないで

いただきたいです。 

短期的な採算だけでなく、50年、100

年先を見据えた長期的視点で検討して

いただくことを希望します。 

 

２．下水道の利点について  

① 水質の良さ  

先日の説明会では、「処理後の水は飲

めるほどきれい」との説明があり、下

水道処理水の高度な水質管理に驚かさ

れました。  

水環境の良さは、御殿場市の大きな魅

力であり、観光資源としても価値が高

いと考えます。 例えば、「水のきれい

本構想の見直しでは、長期的な観点（10

年、25年、50 年）から下水道整備と合

併浄化槽整備の総コスト比較を行って

おります。超長期の 100 年先の比較に

おいても費用面で合併浄化槽での処理

が有利となっております。下水道を活

用して汚水処理を行う場合のメリット

もありますが、費用面でのデメリット

が発生する点を利用者全体から受益者

負担の原則から徴収するには厳しいと

判断しております。 

しかしながら、下水道の整備に当たっ

ては人口密度が重要な要素となります

ので、今後の人口の動向を把握してい

く中で、必要に応じ整備計画を見直し

ていく内容を盛り込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質のきれいな都市を目指して、下水

道、浄化槽を含めた持続可能な汚水処

理方法の設定を行ってまいります。個

別の合併浄化槽においては、年３回の

民間の保守点検、年１回の県の法定点

検を行っておりますので、官民連携し

た中で都市全体の水環境保全に努めて

まいります。 

①  



な高原都市・御殿場」といったイメー

ジづくりにもつながると思います。  

② 水質管理の安定性  

合併処理浄化槽は、維持管理が各所有

者に委ねられているため、地域全体と

しての水質管理には限界があると考え

ます。  

その点、下水道は市全体で統一的に管

理できるため、安定した水質維持につ

ながる重要な仕組みであると思いま

す。  

 

３．公平性について  

① 整備区域について  

西田中反田地区は、他の整備中止区域

と比較して人口も多い地域であると思

われますが、なぜ以前から整備区域外

となっているのか疑問に感じていま

す。  

② 税負担との公平性  

広報によれば、既存の下水道整備には

１戸当たり約 300 万円の費用がかかっ

ているとのことでした。 

 

４．個人的事情  

① 現在、単独処理槽を使用しています

が、更新時期が近づいています。  

② 自宅から約50ｍ先のお八幡通りま

では既に下水道が整備されています。  

そのため、これまで（2022年頃まで）

は、基幹道路への下水道整備が進めば、

将来的に接続できるものと期待して待

っておりました。  

結び  

将来の御殿場市の環境保全と地域の公

平性のため、下水道整備計画について

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西田中反田組の含まれる検討対象区

域 A 地区は、下水道整備区域よりも人

口の単位面積当たりの人口密度が低く

なっており、見直しに影響を与えまし

た。 

下水道の整備費用は、一部を受益者負

担金として皆様から徴収しております

が、残りは国庫補助、下水道使用料や

市税から補填している状況です。市 HP

に掲載の 1 戸当たりの整備費用は以上

の経費の総額から算出しています。 

 

個別の浄化槽について、現在、市では、

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ

の転換に向けた補助制度を展開してお

ります。近隣の下水道整備を受けて、

ご自宅への整備のご期待を持たせてし

まった点については、周知方法等に不

足があったことと考えております。今

後は、下水道関係の情報発信を強化し

てまいります。 



慎重に再検討していただくことを希望

いたします。 

５ １）都市計画税を納めているのに差別。 

２）これから長い期間浄化槽を使うに

当って経費がかかる。助成してもらえ

たらありがたい。 

都市計画税については、都市全体の都

市計画事業のために使用しておりま

す。都市計画事業は、下水道のみでな

く、都市計画道路、公園、区画整理事

業など都市環境の向上を目指した幅広

い公共事業として展開しております。 

 

浄化槽の維持管理費については、個別

に助成する制度を設定しておりませ

ん。引き続き、浄化槽への負荷を抑え

る生活の中での工夫を行っていただき

ながら、ご協力をお願いいたします。 

⑤ 

５ 意思決定後の策定案の内容 （資料添付） 

６ 意見の公表先 市ホームページ、下水道課 

 

担当課 

御殿場市環境水道部下水道課 計画・工事スタッフ 

TEL：０５５０－８２－４２２３         

メールアドレス：gesui@city.gotemba.lg.jp 

 


